
緊急体制

くじ助成金以外の収入増加
に向けた取組み

取組内容 前年度に引き続き、プログラム広告での収入を増加させた。

うち障がい者参加人数 12 人 障がい者参加割合 1.6 ％

実施日における運営スタッフ（請
負業者を除く）平均参加人数

255 人
参加者に対する

運営スタッフの割合
33.4 ％

計 228 535 0 0 763

うち地域住民の参加人数(開催地に
住む方）

610 人 地域住民参加割合 79.9 ％

344 491

女性 81 191 272

募集方法 ＨＰより全国から募集

参加対象者 高校生は東京都内在籍・大学生、一般は標準記録到達者（全国から参加可能）

参加者数
スタッフ数

開催期間内の
事業実施回数

1 回

平均参加者数
（スタッフ・観覧者を除く）

763 人 総参加人数 763 人

性別

世代
①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

男性 147

4

共催者

年 5 月 2 日

主催者 公益財団法人東京陸上競技協会

月 30 日

令和４年度 事業報告書

【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 公益財団法人東京陸上競技協会

なし

開催場所 国立競技場

事業名 第８５回東京陸上競技選手権大会

事業の成果

本年度は、東京オリンピック・パラリンピック後初めて国立競技場にて開催いたしました。その結果
男子４００ｍの予選で２名が大会新記録・男子３０００ｍ決勝では２名が大会新記録・女子１００ｍ
で１名が大会新記録を樹立。初めてパラ車いす１５００ｍの種目を実施し、健常者とパラ競技との共
存する大会を実施。関係者のみの観戦といたしましたが、約６０００名が国立競技場へ足を運び選手
に激励の拍手を送り、今後に繋がる結果となりました。

事業に対する評価

新型コロナウイルス感染症対策に万全を期し、東京オリンピック・パラリンピック後初の国立競技場
での開催出来た事の意義があり、選手・関係者から高い評価の声をいただきました。競技運営に関し
ては、事前に全体のリハ-サルを実施したことにより、大きな支障が出ることはございませんでした。
今後の国立競技場で開催するに当たり布石ができました。

～ 令和 4

実
施
し
た
事
業
の
内
容

開催期間・開催日 令和 4 年

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし

行った

行わなかった
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【スポーツ団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催（スポーツ）

助成事業者名 公益財団法人東京陸上競技協会

事業名 第８５回東京陸上競技選手権大会

事業実施後に参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法

備考

情
報
公
開

事業実施計
画の公表

事業を広報・PRす
るための手段
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な手段を記載してください。

※上記いずれかの広報・PRを行う必要があります。

事業の実施
状況及び実
施結果並び
に助成金の
使途に関す
る情報の公
開

情報の公開方法
(複数選択可)

（　　    　　　）※具体的な公開手段を記載してください。

※上記いずれかの公開が必要です。

公表した内容
(複数選択可)

※上記いずれかの公表が必要です。

行った 行わなかった

HPで参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

特定の個人・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

HPで公開

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

広報誌・会報誌等で公開

情報開示請求があった場合に開示

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

その他

その他
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